
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

リーゼロッテ = ヴィテッヒ

バジリスク

部位操者

15

259600

邪視と瞳石、猛毒の血液、魔物化、弱点(水氷+3)

女 434歳

人族に負けたことがある
人族に殺されかけたことがある
同族に馴染めない特徴がある

9

11

13

12 37 58 + 30 14

12 27 48 + 30 13

12 50 73 + 30 17

12 88 111 + 30 23

6 19 38 + 30 11

6 67 86 + 30 19

グラップラー

レンジャー

フィジカルマスター

15

15

15

追加攻撃

投げ攻撃

カウンター

鎧貫き

バトルマスター

治癒適性

不屈

ポーションマスター

韋駄天

縮地

両手利き

二刀流

投げ強化

命中強化

踏みつけ

ブロッキング

頑強

超頑強

全力攻撃

飛び蹴り

220

225

2120

IB39

3143

2122

2123

2123

3142

3143

IB32

IB30

IB30

IB32

IB31

IB31

IB29

IB29

IB36

IB38

交易共通語

ドレイク語

汎用蛮族語

妖魔語

バジリスク語

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

もはや蛮族と呼ぶものは居ない 3000

2560 5560

0

15 29 28 32

0

0 28 20グラップラー

パンチ

キック

投げ
グラップラー専用

1H

1H#

2H

0

0 -1

0

32

31

32

12 32 0

12 32 5

12 32 0

1142400

3 90 270 28 20 236

4 4 41 37 136

眼帯

ちょっとおっちょこちょい

地獄耳

邪眼の不要な仕様を抑えるため

噛み跡がある

逃げ傷なし

きれいなおてて

引き締まった腰つき

ふくらはぎが魅力的

きれいなおててその2

バルバロスの英雄だったダルクレム信者。エイギア地方で名前が知れ渡っている。多くの蛮族から畏怖の念の覚えていたが、長の立場に興味
ははなく、とにかく真正面から生まれ持った力を全力で包み隠さず、戦うことが大好きな為、武器や魔法、道具に頼るバルバロスを見限り、
強いと噂されている人族を相手にするようになった。戦う相手が負けた時に言い訳されないように、補助魔法等をかけてから戦うようにして
もらっている
卑怯で気に入らないバルバロスをよく相手にしている為、名誉人族と呼ばれるようになり、元同胞からは裏切り者の烙印を貼られている。ア
メジストバジリスクの旦那がいる。こちらは逆に魔物化しない
曾孫のコルネウスを武者修行の為に同盟関係にあるイレブン傭兵団に向かわせ、どんな成長をするか楽しみにしている。元々両者の関係は団
設立まで遡り、団長ロベルト初め各最高幹部も一目置く程。それはロベルト、フィデリコ、シビッラの3人がマグダレーナの依頼で遺跡――
現在の機動要塞イレブンを探索していた頃、後をつけてきたらしい彼女と交戦。敗北こそしたが、蛮族らしからぬ彼女の性分のおかげか、ト
ドメは刺されず、現在まで続く奇妙な因縁となったのだ
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